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はじめに

リーマンショック以降のグローバルなランドスケープにおいて、文字通り、空間的な次元での重

要性を帯びてくる可能性が高い場所は、これまでの都市概念とは全く異質の、そして、草津温泉や

イシククル湖畔（キルギス）のような場所との間で相互に光を投げかけあうような、クリエイティ

ブ・クラスターと呼ばれる新たな社会空間にほかならない。

リンダ・グラットンは、アメリカなどを中心に、ニューエコノミーの中核を担うクリエイティ

ブ・クラス（リチャード・フロリダ）が台頭し、その拠点であるシリコンバレーやバンガロールな

どのクリエイティブ・クラスターが、次第に世界に広がっていくこと、中国などの新興地域での上

海のような大都市が新たな生産の拠点としてさらなる発展を続けること、これとは対照的に、ピッ

ツバーグやデトロイトなどの製鉄業や自動車産業などのオールドエコノミーの中核を担ってきた既

存の大都市が没落していき、リオ・デ・ジャネイロなどの既存の巨大都市周辺は次第にスラム化し、

地方の周縁的な地域の多くが発展から取り残されていくことを想定している（Gratton：122-7）。

しかし、こうしたシナリオは、すでにその一部を修正すべき状況に直面している。最大の修正点

は、生産拠点の新興地域への移転にともなう、アジアなどの巨大生産拠点型都市の発展というシナ

リオである。こうした動き自体は現実に展開してきたし、現時点で、まだ続いてはいるのだが、こ

うした動きが、予想に反してきわめて短期的な現象であり、中国などのさらなる発展のスピードが
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きわめて速く、2015年には、Eコマースの市場規模で世界一であったアメリカを抜いて中国が一位

に躍進し、少なくともこの市場に関してはさらなる成長を続けていることなど、グローバルなスケ

ールでのクリエイティブ化の急速な進行によって、今にも変質に転じそうな気配がはっきりと見え

てきたからである。

さらに、3Dプリンターの高度化や、IoTやIfTの進展による生産システムに関する劇的なスマー

ト化の進展は、新興地帯の大都市においてさえ、オールドエコノミー的な色彩をもつ巨大な生産拠

点としての発展の可能性を、その土台から突き崩すことにさえなりつつある。

また、こうした変化は、発展から取り残されていくとされていた、地方の周縁地域にさえも、大

きなチャンスをもたらす可能性がきわめて高い。

こうした展開の原動力となっているのが、グローバルな次元で急速に進むオールドエコノミーか

らニューエコノミーへのシフトであり、次に、それを支え、それに支えられながら進展する指数関

数的技術の進展にともなう時空そのものへの影響である。

リチャード・フロリダ（Florida 2008：15-7）が、指摘するように、クリエイティブ・クラスが

集まる場所は、ネット環境さえあれば所を選ばず成立しうると言い切れるほど、目下のところ、単

純ではない。クリエイティブ・クラスがクリエイティブであるための仕掛けは、ネット環境だけで

賄えるようなものではなく、洗練された都市的な環境や名門大学などの卓越した知的環境が必要だ

とされてきた。したがって、そうした環境をそなえた場所は、きわて、限られるのであり、むしろ

場所を極端に選ぶことになる事案だというわけである。

しかし、こうした限定も、巨大生産拠点のシフトの問題同様、短期間のうちに消滅するか制約が

緩和されていく可能性が高い。段階を追いながらも、駆け足で、こうした制約が減退していくよう

に思われる。北米からアジアへ、また、グラットンも認めるように既存の「メガ地域」から遠く離

れたリゾート地などで、次世代型のクリエイティブ・クラスターが展開していき、さらに、そうし

た限定性が減退して、展開可能な場所が増えていくのではないか、ということである（Gratton 

2014：123）。

産業革命以降、20世紀にかけて世界を覆った近代化の波は、都市化を推し進め、都市への人口集

中を促してきたが、その基底にあったのは、都市や都市化が提供する、生活や仕事の場に必要な至

便さや快適性を劇的に高める一連の環境であった。20世紀までの段階では、こうした便利で快適な

環境を享受するには、都市に移転するか、それまでの居住地を都市化する以外に方法はなかった。

フロリダの議論は、クリエイティブ・クラスの重要性を指摘する一方で、こうした都市化のトレン

ドが今後も続くことを前提にしている（Florida 2008；Florida 2014）。

クリエイティブ・クラスが大きくかかわるニューエコノミーがもたらす繁栄の繁栄たる所以は、

こうした旧来のトレンドを無意味にしていくところにこそある。 

フロリダの主張に反して、クリエイティブ・クラスターは、こうした制約を原理的には受けな

い、文明化以降初めての都市的な場所、より精確には、脱都市的な場所であり、グローバルシステ

ム上のサイトとして半ばバーチャルな顔さえ有する、脱地理的なサイトなのである。
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都市が、その地理的な実在性よりもグローバルシステムという、半ばバーチャルなネットワーク

上の点としての性格を持ちはじめていることを指摘した最初の例は、1990年代に発想されたサスキ

ア・サッセンのグローバル・シティー論である（Sassen 2001：8-9）。その意味で、グローバル・

シティーは、それまでの様々な都市の概念とは一線を画す画期的なものである。

クリエイティブ・クラスターも、グローバル・シティーもともにグローバルなシステム上にある

重要な場所で、こうしたシステムを創出し、維持し、発展させていくための拠点にほかならない。

とはいえ、当然のことながら、両者には、きわめて対照的で、決定的な違いもある 。

その第一は、それぞれが担う具体的な役割の違いである。それは、クリエイティブ・クラスター

がクリエイティブな生産・開発の拠点だとすれば、グローバル・シティーの方は、結局のところ、

グローバルなシステムにともなう様々な「取引コスト」（ロナルド・コース）を処理する拠点だと

いう点である。

甚だステレオタイプ的にではあるのだが、後者をイメージすると、光ファイバーで結ばれた巨大

な超高層ハイテクビルが林立する場所で、高級スーツに身を包んだトレーダーや弁護士、会計士、

マネージャーなど多くの専門職につく人々が、黒塗のリムジンやプライベイトジェットで都市内や

都市間を華麗に移動し、モダンで豪華な高層コンドミニアムやグローバルクラスのファイブスター・

ホテル、三つ星レストランで、最上級のシャンパーニュやキャビアに囲まれた豪奢な生活を謳歌す

る空間であった。サッセンがこの着想を得た時点では、間違いなくグローバル化の主役は、国際的

な金融セクターにあると映っていたし、サッセンは、世界三大オフショア市場であった、ニューヨ

ーク、ロンドン、東京が、その時点で確認可能な主たるグローバル・シティーだと分析していた。

これに対してクリエイティブ・クラスターが担うものは、指数関数的な技術を中心に、絶え間な

いイノベーションの創出や創発であり、そこは、エンジニアやデザイナー、研究者、アーティスト

のような専門職が、Tシャツにジーンズといった服装に身を包み、小型のハイブリッドカーや電気

自動車、自転車や一輪車に乗って、郊外感覚のテーマパークのような低層のラボやオフィスと、ビ

ーチや山間のエコフレンドリーで、自然の景観に恵まれた遊び心に溢れた住居、あるいは、アーテ

ィスティックなロフトなどとを往き来し、オーガニックで、ロカボやグルテンフリーといった視点

で用意された食材やエスニック料理を好み、スマート化に彩られた生活を創造する遊び心に溢れた

空間である。

かつては、ニューヨークやロンドンや東京がグローバル・シティーとして重要な役割を果たす中

で、カリフォルニア州パロアルトのようなクリエイティブ・クラスターの萌芽的な場所は、いわば

グローバル・シティーを支える情報インフラの納入業者的な役割を担う程度の補完的で、付帯的な

場所であり、生産・開発の拠点としても、大金を生む場所というよりは、大金を浪費するバックヤ

ードとして考えられてきた。

しかし、クリエイティブ・クラスターから産み出し続けられる新たなイノベーションのために、

「取引コスト」自体が劇的に減少し、最早、膨大な「取引コスト」を処理するための諸機能の集積

拠点は不要にさえなりつつあり、その役割を終えようとしている。
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そうしたグローバル・シティーに代わって、グローバルなシステム自体を展開するその中核とし

て、クリエイティブ・クラスターが、かつてのグローバル・シティー以上の地位を固めつつあるの

である。ただし、ニューヨークから人が消え、摩天楼が廃墟と化すというわけではない。基本に戻

れば、この二つの概念がもつ、その都市や場所の本質的で包括的な特徴を示すというよりは、グロ

ーバルシステム上で担う機能を表すという点を想起する必要がある。そもそも、ニューヨークのよ

うな都市は、当然のことながら、グローバル・シティー以外にも複数の顔をもつ。グローバル・シ

ティーとしての機能が減退しても、別の顔は残る。様々なジャンルで、とりわけアートシーンでの

世界的な頂点としても名高いニューヨークは、むしろ、クリエイティブ・クラスター化していく可

能性が高い。また、別の理由から屋上農園をはじめとするビル群の屋上の緑化プロジェクトや、

様々な次世代型のリノベーションが進みつつあるニューヨークは、これまでのギラギラとした金ピ

カの街のイメージを一新することになるかもしれない。

第二の点として、グローバル・シティーが、それなりの従来型都市インフラを必要として、その

立地に大きな制約を受けていたのに対して、時空をこえるスマートテクノロジーとの関係性がより

高いクリエイティブ・クラスターの方は、その萌芽期を除けば、原理上、場所の制約が相対的に小

さい。さらに突き詰めれば、バーチャルな結びつきが完全であれば、どこかの具体的な一地点に集

積拠点として関連のものを集めて置く必要すらない。逆にいえば、バーチャル化が遅れている部分

を補助的に担うことがクリエイティブ・クラスターの実体面での役割にすぎない。

第一世代のクリエイティブ・クラスターが、スタンフォード大学などが立地するシリコンバレー

を典型とするものであったとすると、これからのクリエイティブ・クラスターは、さらに制約の少

ないかたちでモジュール化し、シャングリラ的なリゾート地などを中心に世界中に点在するように

なる可能性が高い。また一拠点の規模はやがて縮小してゆき、最早、物理的な拠点として語ること

自体が意味をなさないレベルにまで拡散していく。そして、最終的には、《クリエイティブ・プラ

ネット》とでも呼ぶしかない段階に至るものと思われる。その結果、グローバルなランドスケープ

の中で、新たな生態系の成立が進行し、グローバルなデザインソリューションが確実に現実構築の

中で機能し、スマート化の真価を問い直すような、新たなビジョンと現実が浮上する。いずれにせ

よ、これまで都市に代表されてきた活力ある場所のかたちが大きく変わろうとしているのである。

新たなタイプのそれが、地球上に拡がり、これまでの人口過密化をともなった旧型の都市化にかわ

って、繁栄の基盤となりつつある。

したがって、地域振興や開発の文脈で、新たなプロジェクトを構想する際においても、こうした

トレンドを無視したかたちでは、最早繁栄は訪れないように思われる。すでに明らかなように、こ

うした変動とリンクして、ビジネスの常識が日々塗り変わり、人々の暮らしの基盤も、刻々と変貌

をとげていく。こうした変貌の過程は、視点を変えれば、当事者たちの自覚の有無に関わることな

く、ローカルな日常生活世界の一切が、グローバルなシステムと密接に結ばれており、グローバル

な社会空間の中で ローカルな事象の一切が再編されていく動きそのもの、簡単にいえば、グロー

バル化のうねりそのものだということができる。



草津温泉及びイシククル湖畔における次世代型クリエイティブ・クラスターの創発　　5

さて、本稿では、草津温泉とイシククル湖畔における、次世代型クリエイティブ・クラスターの

プロトタイピングと創発に関する事例研究を通して、ローカルなレベルでのプロジェクトの創出

が、いかにグローバルなレベルでの意味合いを担い、いかにグローバルなデザインソリューション

を必要とするのか、そして、グローバルなレベルでの変化が、いかにこうしたローカルなレベルで

のソリューションにかかっているのかという諸点を明らかにしていく。

また、次世代型クリエイティブ・クラスターについて、改めて述べておくと、次世代型クリエイ

ティブ・クラスターとは、既存の観光地やリゾート地をベースとした、いわばシャングリラ型のク

リエイティブ・クラスターである。グラットンは、こうしたクリエイティブ・クラスターの可能性

を否定していないが、こうした場所は「産業集積」（アルフレッド・マーシャル）などの観点から

不可能であるとして、フロリダは否定的である（Gratton 2014：123；Florida 2008）。

しかしながら、後述するように、次世代型クリエイティブ・クラスターの類型化は、草津温泉な

どの現場でのデザイン人類学的な活動の中で創発してきたものである。フロリダは、心理学的な知

見を援用した実証的な調査に基づいて、都市のもつ「人格」とクリエイティブ・クラスの集積地と

の相関関係について考察しているが（Florida 2008）、草津温泉やイシククル湖畔のような観光地固

有の「人格」と、フロリダが指摘する適合的なそれとが、実は一致する。先に述べた「産業集積」

などの問題については、フロリダが議論の基盤としていたリーマンショック以前の状況と異なり、

クラウド化の進展やIoTやIfTなど動きが加速する中で、にわかにその障害の度合いが下がろうと

している。

また、こうした創発は、いうまでもなく、イノベーションに絡むデザイン人類学的な取り組み自

体ともお大いに関係している。エスノグラフィーを前提としたデザイン思考がイノベーションの重

要な鍵であることは、最早広く知られるところであるが、その柱であるエスノグラフィーを担うの

が、デザイン人類学的な活動にほかならない。筆者のデザイン人類学についての説明を、単純化す

れば、隠れた需要と供給とを、フィールドワークを中心に掘り起こし、両サイドをマッチングさ

せ、新結合（イノベーション）を産み出す営みが、その骨子ということになる。

まさに世界は、クリエイティブ・クラスターを中心に新たな生態系の形成に向かっており、そし

て、今やイノベーションが日常そのものと化しつつある。かつて人類学において、ローカルな次元

とグローバルな次元双方を結びつけた研究が必須であるとした、ジョージ・マーカスとマイケル・

フィッシャーの『文化批評としての人類学』の初版からすでに30年以上が経過する今日、あらゆる

生産の基盤にグローバルなサプライチェーンが横たわるといった状況は、夕食の準備や近所の主婦

同士のおそらくは他愛もない会話にいたるまで、あらゆる日常的な生活の一コマ一コマが、グロー

バルな次元と深くかかわっており、ローカルな次元とグローバルな次元とが渾然一体となるよう

な、状態を示しているのである。

グローバルなランドスケープ

そこで以下では、本稿で取り上げる事例の背景となる、グローバルなランドスケープを素描する
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ことからはじめていきたい。

リーマンショック以降のランドスケープ

グローバルなランドスケープというアイディア自体は、A．エスコバルやアルジュン・アパデュ

ライに由来するが（Appadurai 2010：33；Suchman 2011：2）、今日のそれは、アパデュライが着

想を得た時期のそれからは恐ろしく変化している。当時の状況は、アパデュライが試みたように、

マルクス主義的なグランドセオリーによる説明はつけられないものの、まだ、マルクス主義的な言

語体系での描写や批判がそれなりに可能であるように映るものであった。

リーマンショック以降、そうした前々世紀的な要素が急速に減退しはじめる。そこは、グローバ

ルなサプライチェーンが根をはり、経営戦略としての「競争優位」（マイケル・ポーター）が過去

のこととなり（McGrace 2013）、銀行などの既存の金融機関がオールドエコノミーの一角を占める

ことが明らかになり、しばらくは実現不可能といわれてきた人工知能の到達水準を超え、自動運転

車の実用化も視野に入るようになり、スマートフォンに始まり、3Dプリンターの登場、Uberや

Airbnbのような共有型業態の台頭、タクシー利用を含む大小様々なタイプのドローンが、上空や

海底を行き交う世界が展開する。

リーマンショック以前は、グローバル化を牽引し、新たな遠隔地としてグローバル化時代の富の

源泉であり、ハイパー資本主義としての新自由主義の象徴でもあった投資銀行やヘッジファンドに

代表されるような従来型金融システムに翳りが見えはじめ、指数関数的技術がシンギュラリティー

を超えつつある中で、ほとんど全ての領域が、スマートテクノロジーを軸に一体化を進め、グロー

バルな巨大企業のCEOをインド出身者が席捲するなどグローバルなレベルでの社会階層の再編の

様相が明瞭化しつつあり、シェアリングエコノミーや「プロシューマー」（アルビン・トフラー）

の台頭が事態をさらにかつてとは異なる方向へと導きつつある。

  さて、ITの進展は、「ムーアの法則」が支配する、指数関数的な進展をその特徴とするといわれ

てきた。また、こうした進展の下で展開する経済の次元をニューエコノミーと呼ぶことも市民権を

得てきている。しかしながら、リーマンショックまでの段階では、こうしたニューエコノミーは、

あくまでもIT関連産業を中心とした部分的な現象として解されるのが普通であった。それが、そ

の後の展開の中で、IoTなどを中核として、「ムーアの法則」の支配が、狭いIT関連産業の領域を

超えて、あらゆる産業、さらには公共セクターなどにも普く波及しつつあることが指摘されるよう

になってきた。ニューエコノミーについても、経済全体の大半を占めるオールドエコノミーとその

残部をシェアする補完的なものとしてのニューエコノミーではなく、経済全体をその内実とし、オ

ールドエコノミーに置き換わる、新たな経済体制としてのニューエコノミーと解すべきことが明瞭

化しつつある。そして、こうした変化の流れは、人々の働き方や人々が集まる場所などの有り様に

ついて深刻な変化をもたらす。

また、ITの進展が、こうしたグローバルな空間での経済的次元の一体化を可能にしたが、その

一方で経済的な次元での一体化の進展は、さらなるIT進展の需要を拡大させ、進展に拍車がかか
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る。リーマンショックまでの段階では、金融セクターは、既存の大規模な金融機関が主役となっ

て、ITの進展の恩恵とグローバルな空間での市場の一体化を舞台に、その繁栄を謳歌した。この

時点で、金融セクターは、グローバル化の先頭を走る存在であり、資本が資本を産むという資本主

義的なシステムのさらなる伸長こそが自明のことのように映った。しかし、その後の展開は、既存

金融機関を一切介することなく、文字通り一瞬にして巨額の資金をネット上で直接集めることが理

論上可能となるクラウドファンディングなどの展開から明瞭なように、そうした新時代の旗手だと

思われていた既存の金融セクターが、あくまでも中継ぎ的な性格のもので、結局は、新しい時代に

ではなく、旧い時代、旧い体制に属すものにすぎなかったということが明らかになりつつある。

さらに、金融ばかりでなく、実体経済と称されてきた領域においても、今や、グローバル化の進

行は著しい。あらゆるコモディティーが、グローバルサプライチェーンを前提に流通しており、洗

濯用洗剤から、コーヒー、スマート家電、醤油や納豆、衣料品や建材に至るまで、あらゆる品々が

グローバルサプライチェーンを通じて供給されている。自宅側のコンビニエンスストアーや自販

機、スマホやタブレットでアクセスする様々なショッピングサイトはどれも、いうまでもなく、こ

うしたグローバルサプライチェーンと直結する。当然のことながら、われわれのライフスタイル

が、こうした、コンビニや自販機、eコマースを前提にそのかたちをなしているわけである。ロー

カルな、あるいはパーソナルな多様性がライフスタイルに色濃く反映されていることは事実だが、

そしてその多様性がむしろ増しているといってよいが、それにもかかわらず、こうした多様性を可

能にするものが、実に、こうしたグローバルサプライチェーンにほかならない。

グローバルサプライチェーンの展開は、市場のグローバルな一体化の進展とほぼ言い換えること

ができる。こうした中で、当然のことながら、国籍や居住地の移動をともなうことなく、地球上の

あらゆる人々がグローバルな空間の中で、改めて位置づけされ直していくことになる。政治的、社

会的な次元はともかくとしても、少なくとも経済的な次元では、人々の階層構造がグローバルなも

のへと再編されつつある。ビジネスで成功する人々はグローバルな市場で成功することを意味し、

かつての一国市場内での成功とは比較にならない富をこうした人々にもたらすことになる。その一

方で、給与生活をベースとする人々は、人工知能などによる自動化やグローバルな労働市場での需

給バランスの影響を直接受けるようになり、低水準だった新興地域の人々の賃金水準は上昇傾向に

向かうが、相対的に高い水準にあった先進地域の人々の賃金水準は低下傾向に向かい、おそらく

は、両者が同一水準に収斂するまで、こうした上昇と下降の傾向が続く可能性がある。

そして、こうしたグローバルな一体化は、具体的な人口分布を考慮に加えると、グローバルな市

場の重心が、中国やインド、インドネシアをはじめとするASEAN経済圏などを中心に、アジアへ

移動していくことになるのだが、すでに触れたように、益々、アジアへの重心化が顕著になってき

たことも忘れてはならない。こうしたアジアへの重心移動がこれまでの欧米での経験を基に標準化

してきた様々なスタイルや規格に対して、新たな要素をつけ加えていくことを要求してきており、

その意味でも、クリエイティブな対応が求められるようになってきている。

また、利益追求先行型のエスタブリッシュな《オールドマネジメント》から、イノベーション追
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求型のクリエイティブな《ニューマネジメント》へとビジネスを支配するスタイルにも大きな変化

が生じている。

一言でいえば、フラット化、アジア化、スマート化の並走によるクリエイティブな変化の進展が

顕著になってきたということができよう。

フラット化・アジア化・スマート化

そこで、フラット化、アジア化、スマート化ついて、もう少し論じておく必要がある。

この三つの変化は、グローバル化がもつ三つの次元でのトレンドを示すものであり、いわば、三

面等価の原則がなりたつものである。グローバル化を、社会的な諸システムのユニットが地球規模

に移行する次元でとらえれば、グローバル化、ないし、フラット化ということになる。これを、実

際の人口分布の次元でとらえれば、アジアシフト、ないしは、アジア化ということになるし、こう

した現象の進行を、技術やノウハウなどの次元でとらえれば、情報化、スマート化ということにな

るからである。

さて、フラット化については、経済的空間、学術的空間、 地理的空間、文化的空間の４つの次元

に分けることができる。

まず、経済的空間では、供給サイドと需要サイドとの隔たりないしは段差がフラット化しようと

している。

これまでは、セイの法則を持ち出すまでもなく、供給側に優位な構図が存在してきた。マーケテ

ィングを通して供給側から需要側に働きかけることは、大変なコストに違いないが、その一方で、

主導権は供給側に握られることになる。そして、こうしたコストの存在は、結果的に広告代理店な

どの新たな産業を発展させ、マルキストが懸念するような支配する側に立つ産業界と支配される側

に立たされる一般大衆といった構図に信憑性を与えてきた。

しかし、スマート化が進むマーケットでは、ラリー・ダウンズとポール・ヌーネスの指摘を含め

（Downes and Nunes 2014：36， 97-8）、すでによく知られるように、需要サイドの発言権が増し、

新製品の発売日の決定といった点でさえ、供給側に最早決定権がなくなってきているといわれる。

スマート化の進展で、マーケティング自体が不要になりつつあり、あらゆる「取引コスト」が下が

り続けている。最早、大規模な事業を展開する大資本の大企業が大組織である必要がなくなってき

ている。デザイン会社は、広告やマーケティングにかかわることよりも、益々、デザインソリュー

ションの担い手として力を発揮するようになってきている。実際に、口コミが威力をもつ場面で

は、広告があると逆に売れないという例まで現れはじめている。

さらに、人工骨から自宅そのものに至るまで「印刷」可能になってきた3Dプリンターの進化や

フィンテクの発達、シェアエコノミーの浸透は、供給側と需要側の融解を促し、消費者自らが生産

者でもあるという「プロシューマー」による経済を誕生させようとさえしている。

同様の変化は学術的空間でも生じている。学術的空間では、研究する側と研究される側との隔た

りないしは段差がフラット化してくる。
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例えば、未開的な要素を残す僻地の集落に調査に訪れた人類学者のインタビューに業を煮やした

長老が、この集落について書かれた人類学の研究書を取り出してきて見事な解説をしてくれたとい

った類の話が、今や常識と化している。多くのエコノミストや金融工学などの専門家が動かす経済

現象を経済学は研究対象とせざるをえないし、Twitterの技術的な成功を導いて以来、技術開発の

場面で注目を集める「ハッカソン」という開発スタイルに象徴されるように、今や研究開発の一部

は、ラボではなく、ネットで結ばれた不特定多数の一般人も含む人々のネットワークの中から生ま

れてくる（Downes and Nunes 2014：38-9）。そしていうまでもなく、エドワード・サイードが喚

起した研究上の権力の問題への取り組みも、こうしたフラット化の推進に貢献する（Said 1994；

Marcus and Fischer 1999）。

そして、本稿のベースでもあるデザイン人類学もまた、こうしたフラット化の典型例にほかなら

ない。

地理的空間では、先進地域と新興地域との隔たりないしは段差がフラット化しようとしている。

これは、トマス・フリードマンが指摘した問題である。

フリードマンによれば、今やインドとアメリカは、コロンブスの時代とは異なり、いわば、地続

き（フラット）になったのだという。フリードマンは、コールセンターや家庭教師サービス、医療

関連の専門的診断、会計処理や税務申告処理等の遠隔的なアウトソーシング等が、アメリカとイン

ドの間で日常茶飯事化している現状を枚挙している。フリードマンの指摘は、格差の消滅や対等化

などにあるのではなく、このように、あたかも同じ町でともに暮らすように、インド人の優秀な大

学院生が、コーチンに居たまま格安で、シカゴ郊外にいる小学生の勉強につき合ってあげるような

一体化が進んでいるということにある。考えるまでもなく、同じ町に暮らす人々の中には、富豪も

いればホームレスもいるし、警官もいれば犯罪者もいるはずである。フリードマンのいうフラット

とは、平等のフラットではなく、この概念に対抗して、世界はスパイキー（でこぼこ）であると主

張したフロリダでさえ渋々認めているように、不平等を誘発しさえする、単なるこのような地続き

化を意味する地理的空間でのフラット化を指す（Friedman 2006：42-3；Florida 2008：17）。もっ

とも、地続き化すれば、互いに均質化する可能性が高まるかも知れないのだが……。そして、それ

はそれで、また別の話にほかならない。

文化的空間では、「日常」と「非日常」との隔たりないしは段差がフラット化しようとしている。

「日常」と「非日常」との区別が明確にあったとされる前近代とは異なり、スマート化し、時空

の隔たりを無意味化する今日の世界は、そうした区別が全く意味を持たなくなってきている1。むし

ろ、かつての「非日常」に一切が近づきつつある。現在建設中のAmazonの本社社屋は、巨大なガ

ラス製のドームからなっており、その中に世界中から集められた、絶滅危惧種も含む様々な植物が

1　「日常」と「非日常」のフラット化についての着想は、以前からそれなりの関心はもっていたが、直接
的には、シンポジウム『留学生からの提言2016：「外国人旅行者」誘致のグローバル戦略×草津温泉』

（国士舘大学21世紀アジア学部「日本研修」草津温泉交流事業、2016年９月８日、草津町庁舎にて開催）
特別登壇者平川均先生のご講演のモチーフに機縁する。
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植えられ、800名を超すスタッフがこうしたジャングルのような空間にデスクなどを構えて仕事を

するとされている。Facebookの新社屋も、Airbnb本社も、さながらテーマパークである2。スマー

トフォンやタブレットをもっていれば、いつでもどこでも、エンターテイメントを楽しめ、様々な

予約ができ、人々とつながり、自らのパフォーマンスをアップロードすることも可能である。許可

さえあれば、地球上のどこにいようと仕事もできるし、当然ながら愛も語り合えるし、好きな音楽

や映画やゲーム、イベントや祭典なども楽しむことが可能である。

また、この次元のフラット化は、経済空間の次元でのフラット化とも連動して、一般の人々の

U-tubeへのアップロードや本格的なファッションやインテリアのコーディネートへの関心の高まり

などを持ち出すまでもなく、アーティストとその他の人々との間にあった隔たりないしは段差をフ

ラット化しようとしている。その結果、人々のライフスタイルは益々、筆者のいう《アーティステ

ィックなライフスタイル》としての性格を強めている。

そして、こうしたフラット化の主な舞台は、アジアであり、それらを実現させる技術や情報や材

料を提供するのが、様々な進数関数的な技術とそれらと一体化する、様々な先端技術の実用化を含

むイノベーションの進展とそれにともなう創造的破壊ということになる

新たな生態系の誕生とエスノグラフィーの役割

こうしたフラット化をはじめ、様々な変化の中で、この地球上には新たな生態系が誕生しつつあ

るように思われる。

その中心にあるのは、スマート化である。スマート化は、社会のかたちを変え、暮らしを一変さ

せ、地表の物理的なランドスケープを180度変えてしまうかも知れない。これまでは、北朝鮮と韓

国との繁栄ぶりの違いを見るのに、夜間の光景を撮影した衛生写真を見ると一目瞭然だといわれて

きた。韓国側が明るく光り輝いているのに、北朝鮮側が真っ暗だからである。しかしながら、新た

な生態系が成熟化すると、おそらく事情は逆転する。

スマート化が進んだ場所ほど暗く、そうでない旧いテクノロジーや考え方にしか頼れない場所ほ

ど明るくエネルギーを垂れ流すほかないという様相になるからである。どんなにテクノロジーが進

み快適な生活が用意されようとも、夜の照明の垂れ流しがコントロールされれば、屋外には満天の

星空が広がるという至福の光景も約束されるし、エコフレンドリーこの上ないことも確かである。

こうしたスマート化は、テクノロジー抜きではありえないとしても、そこに新たな考え方が存在

しなければ、テクノロジーの開発も含めて意味をもたない。両者の抜き難い新結合の中で、具体的

なイノベーションと創造的破壊が繰り返されながら、はじめてスマート化が進展していく。詳細は

後段に譲るが、地方の荒廃や格差の拡大、中間層の消滅といった危惧に対しても、その解消に向け

て、スマート化の影響が大きく貢献するように思われる。新たな生態系の誕生という所以である。

新たな生態系誕生の過程で、その様相を理解する新たなエコロジーが求められることになるのだ

2　ここで取り上げた企業のオフィス事情、トレンドについては、『エル・デコ』（no.148 February 2017）
による。
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が、その前提にエスノグラフィーが置かれることになるし、個々のイノベーションの創出過程にも

エスノグラフィーが求められることになる。元来、エスノグラフィーは、未知の人々の、エスグラ

ファーのそれとは全く異なる「生のかたち」（Ｌ．ウィトゲンシュタイン）や生態系を、理解でき

るかたちに素描する手段として鍛えられてきたものである。遠隔地にせよ、新たな展開であるにせ

よ、既知のものとは異なる生態系に対する時にまずはとりうる、唯一の方法がエスノグラフィーに

ほかならない。そして、こうした新たな生態系の創発に絡むエスノグラフィーにかかわる唯一のジ

ャンルがデザイン人類学なのである。

草津温泉におけるプロジェクト

そこで、以下では、草津温泉での事例を取り上げることで、こうした諸点について具体的に論じ

ていくことにしたい。

ここで取り上げる一連の事例は、2012年以来草津温泉で実施されてきた留学生対象の研修プログ

ラムの実施を、2014年に筆者らのチームが引き継いだことにはじまる。

この一連のプロセスを、大きく四段階に分けて見ると、こうした引継ぎに際して、デザイン人類

学的な見地からの見直しを行なったことが最初の段階ということになる。次に、こうした見直しの

段階で、受け入れ関係者、実施スタッフ、研修受講者の三者へのデザイン人類学的フィールドワー

クを重ねるとともに、そこで浮かび上がった地元の潜在的な需要に応じたボランティアプログラム

の提案とその実施に発展する。この段階がセカンドステージにあたる。そして、このステージでの

実践を通して、次世代型クリエイティブ・クラスター構想のプロトタイプ構築が創発する。この段

階が第三ステージなのだが、一度構築されれば、プロトタイプはその場での具体的な検討を飛躍的

に可能にする。同時に、モジュールとして他の場所への移転や転写が容易にもなることから、そこ

から自然かつ相同的に、このプロトタイプのイシククル湖畔への適用可能性の検討へと創発が連鎖

していく。これが第四ステージである。

このように、実際には、各ステージが切れ目なく次のステージを創発することになるのだが、ま

ずは、理解の便宜上、ステージごとに見ていき、その上で、段階横断的な連鎖の過程について論じ

ていくことにしたい。

ステージ１

第一ステージの具体的な経緯等は、以下の通りである。

ここで取り上げる草津温泉は、群馬県吾妻郡草津町の観光ブランド名であり、「日本一」と称さ

れてきた日本を代表する温泉地として知られる。また、上信越国立公園の中にあって、標高1,200

メートルをこえる高原に位置し、活火山である草津白根山を背景とする自然環境に恵まれた観光地

として江戸期以前より発展してきた場所である。

対象となる留学生研修は、国士舘大学21世紀アジア学部の留学生対象の科目である「日本研修」

として実施され、現在、80名前後の参加者で、３泊４日の日程で、９月初旬を原則として実施され
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ている。受け入れについては、現在のかたちになる以前から、草津町、同町議会、同観光公社、同

温泉観光協会、同旅館協同組合等の皆様の格別なご協力の下で行われてきたものである。

現行のプログラムでは、参加する留学生たちは、事前にデザイン人類学的なエスノグラフィー作

成を骨子とした10時間を標準とする集中講義を受講し、東京からのアクセスや移動中のわかりやす

さ、快適さなどの体験も含めたかたちで、草津温泉での３泊４日の滞在中に、海外からの旅行客に

なったつもりで自由に観光体験等を行い、魅力を感じた事柄や問題点などを記録したエスノグラフ

ィーに基づいて、アイディアなども含めて、報告することが求められ、草津温泉関係者へのフィー

ドバックが期待されることになる。

先述の通り、こうした、研修内容にたどり着くには、デザイン人類学的な考察というプロセスが

深くかかわっている。

現行のプログラムへ移行するまでのそれは、４泊５日の日程で、参加する留学生たちが、草津温

泉側でご用意いただいた、湯もみ体験や白根山登山、白根神社境内や隣接のグランドでの除草ボラ

ンティア、草津小学校での小学生との交流授業や町議会関係者を含む地元の皆様との交流会などに

参加する、学校型の修学旅行モデルと、官公庁型の国際親善交流モデルのいい所取りのかたちで、

プログラムが組まれるという、大変恵まれたものであった。その裏では、それだけに、様々な事前

調整などの実施コストはきわめて高く、とりわけ、草津温泉側の負担が大きいという潜在的な問題

が横たわっていた。また、スマート化、デジタル化の影響の最も顕著な社会的帰結であり、世界的

な現象としても知られる「自分中心型社会」（世界経済フォーラム）で育った学生たちの中には、

このように、分刻みでスケジュールを細かく管理されることに対応するのに大変なエネルギーを割

かざるをえない者も多数いて、その両者の間に入る教職員サイドにも、かなりの負担が生じること

になっており、その結果、新たなプログラムへの移行の時点で、引率を引き受けていただくスタッ

フを確保するのにきわめて苦労するという場面も出ていた。

そこで、関係者間のかかえる問題について、参与観察を中心にエスノグラフィーの作成を試みる

ことで、新たなプログラムのデザインを探ることにした。その結果、かたちを得てきたのが現行プ

ログラムの内容ということになる。

エスノグラフィーの作成において、草津温泉関係者がかかえる様々な問題に、なるべく広く目を

向け直すこと、また、留学生研修の意義について、草津温泉での実施という枠組みを離れて、なる

べく広く考察すること、参加する留学生サイドの基本問題についても広い視野から、スタートし、

三者の結果を突き合わせることで、隠れていた需要、供給両サイドのマッチングを目指すことにし

た。

その結果具体的には、草津温泉側には、海外からの旅行者数の増加という課題があること、ま

た、この研修の受入に関しては、受入コストが予想外に高く、受入を続けるには明確なメリットを

はっきりと示す必要があるという認識が、関係者の間で徐々に高まっていることなどがわかってき

た。

留学生研修の意義への考察の中で、「交流会」などへの参加というレベルから、「共生」や「協働」
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といったよりアクティブなレベルでのプログラムの方が、すでに触れた現在のランドスケープの中

で、より的を得ており、逆にこれらの点を外すと、その今日的な意義が消失する可能性が高いとい

う知見に到達し、留学生たちに関しては、集団行動が大きな負担となり、研修自体への取り組みが

疎かになるケースが多いこと、また、学部の教育全体の中で、フィールドワークの重要性が強調さ

れているにもかかわらず、留学生たちに関してはそういったプログラムに参加する者が少なく、学

部側の趣旨が活かされていないことなどが改めて浮かび上がってきた。

教職員サイドでは、担当可能な教員３名が、たまたま、フィールドワーク型プログラムへの対応

が何とか可能なレベルにあり、留学生たちの集団行動への不適応等についても、以前から心を痛め

ていることなどもわかってきた。

こうした関係三者のかかえる問題や潜在的な可能性などについての情報が増す中で、関係三者が

織り成す諸条件を満たす解として、海外からの旅行者の数を増やすためのエスノグラフィーの作成

を、留学生たちによる自由な観光体験を軸とするフィールドワークというかたちで実施し、その成

果を草津温泉側に提供することを目指すという現行型のプログラムのデザインを描くことになっ

た。

こうした現行型内容での実施によって、集団行動の際につきものだった学生サイドへの諸注意や

指導は、ほぼゼロになった。したがって、学生たちにかかっていたストレスの大半がなくなったと

いうことにもなる。いうまでもなく、４泊５日の滞在中、ほぼ全ての研修内容を分刻みで企画実施

していただいた草津温泉側の負担もほとんどが消失する。また、４泊５日だった滞在期間を３泊４

日とし、東京での事前・事後研修に2日を振り向けることで、学生たちによるフィールドワークが

可能となり、同時に、受入側負担が激減し、留学生たちの滞在費負担を軽減させる効果も生じるこ

とになった。

さて、こうしたプログラムデザインに絡むデザイン人類学的な考察の過程で、特徴的なことを４

点あげることができる。それは、無限定なフィールドワーク、無限定な文脈の設定、意味の厚みへ

の関心、グローバルな次元への配慮という４点である。

まず、人類学的な調査の特徴とされてきたことだが、無指向性に近い意識で調査が行われる。こ

れは、予め聴きたかったことだけをピンポイントで尋ねるというのではなくて、拾えるものは何で

も拾うというようなイメージである。実際には、多くのことを聴き逃し、多くのものを見逃して、

拾えたものの大半もまた結局取り零していくことになり、結局のとことろ、調査者の興味を引いた

ものだけが、恣意的に残るだけとなる可能性もきわめて高いのだが、幸いにも、こうしたデザイン

人類学的な調査では、無限定な調査のスタイルが踏襲される一方で、解決すべき課題が明確に課せ

られているために、「調査者の興味を引いたものだけが残る」かわりに、「課題の解決にかかわるも

のだけが残る」という、通常の人類学的な調査とは少し違った構図が生じることになる。もちろ

ん、聞き違いや聴き逃し、視野狭窄に、調査者の偏向など、様々な問題が関与する余地は大いにあ

り、無謬とは縁もゆかりもないことには違いないのだが、それでも、課題の解決にかかわるものだ

けを明示的に尋ねる場合に比べると、思わぬ発見に行き当たる可能性が残ることになる。
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また、狭義のフィールドワークばかりでなく、フィールドを離れた場での様々な探究や、考察の

場面で行う、話題や調査の対象のとなる文脈の設定についても、無指向的な設定を目指すことで、

上記同様のメリットがある。

そして、調査者の意識の有無にかかわることなく、人類学的な調査の最大の関心は、「意味の厚

み」に向けられてきたといってよく、ここでも、課題の解決にかかわるものを、全く異なる文脈の

中から見出す際に、こうした人類学的な関心が思いのほか力を発揮する。ここで対象となるような

情報の理解のためには、耳にし、目に入る情報のほぼ全てが、違う目的や機会のために、語られた

り、書かれたり、観察されたりするもので、複数の文脈が無造作に重なり、同じ発話の中で語られ

ることの中でさえ、全く方向性を異にするもので溢れかえっており、それぞれの要素が意味すると

ころを丹念に読み分けていこうという、意味への強い関心が必要とされることになる。

最後に、人類学的調査は、元来、異文化理解に向けられてきたものであり、異文化的なものや他

者への関心を前提としてきたわけだが、さらに、1980年代以降、本格的に、世界システムやグロー

バル化への理解や関心をもつことが、こうした感心に加えられてきたという点である。その後間も

なく、グローバル化を視野に入れずにフィールドワークを行い、エスノグラフィーを書こうとする

人類学者は皆無だろうといわれる状況を迎えることになった （Appadurai 2013：5）。この点も、今

日的状況では大きな価値をもつことになる。

ステージ２

第二ステージは、環境ボランティアプログラム導入の創発ということになる。

先述のように、無限定かつ無指向的で、意味に注目し、グローバルな次元とローカルな次元を取

り結ぼうとするデザイン人類学的なアプローチは、活動当初は予想することもできなかった、想定

外のプラスの展開を創発する可能性を高めていくように思われる。

そうした中で、草津温泉でのプロジェクトと、2000年から準備に入り、2002年から10年以上にわ

たって実施されてきた、やはり21世紀アジア学部の「環境問題とボランティア」というプログラム

が、2015年に受入団体の都合で、休止せざるをえなくなっていた件とを結びつけるという創発が生

じてくる。

21世紀アジア学部が実施する、このプログラムを含むボランティア関連プログラム全体のプロジ

ェクトデザインも筆者が担当したものである。

ステージ１で、草津温泉での清掃ボランティアという潜在的な需要に本格的に応えるにはどうし

たものかと考えはじめた時点で、「環境問題とボランティア」の再開という問題が応えうるのでは

ないか、逆からいえば、この問題のソリューションとして、草津温泉でのプロジェクト展開という

デザインが有効ではないのかという、着想自体はあるにはあったのだが、2週間のボランティア活

動を前提とするだけの作業量が本当にありうるのかどうかという点を考慮すると、実現性は高くな

いないのではないかということになって、棚上げすることに落ち着いた。

ステージ１の筆者によるフィールドワークに際しても、その可能性を何度か尋ねてはみたもの
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の、案の定、具体的な反応は、なかなか得られなかった。

そうした中で、上信越国立公園内の管理に携わる自然公園財団草津支部でお話しを伺う機会に恵

まれた際に、お話がはじまってから５分もたたないうちに、基本的な構想が全てまとまってしまっ

た。アッという間の出来事でちょっと驚いたのを憶えている。いいかえれば、いわば自噴するくら

いの大きな需要が潜在していたというわけである。

これを受けて、2016年の８月から９月初旬の約１か月間、１名１週間の滞在で、全50名の21世紀

アジア学部の学生たちが環境ボランティアとして参加し、法定の特定外来生物である、オオハンゴ

ンソウ駆除を行うプログラムがスタートすることになった。この活動全体で、結果として、１トン

をこえるオオハンゴンソウ駆除に成功し、環境省や林野庁関係者からも歓迎の意を表して頂くこと

になった。また、参加した学生の多くにとっても貴重な学びの機会となった。

なお、このプログラムの参加者に対しては、環境問題とボランティアをテーマにした、週１回90

分、全15週のデザイン人類学的なプロジェクトデザインに関する研修を受講してもらった。この中

で、オオハンゴンソウ駆除のほかに、参加者に、自由な視点で、現地で実施可能なボランティアプ

ロジェクトのデザインを試みてもらい、実際に、実施してもらうことも盛り込むことにした。その

結果、10を超えるデザインが用意されたが、その中で、地元の子供たちを、国立公園内のボランテ

ィア活動の作業現場に招待し、環境体験をしてもらうという案だけが、児童館に通う子供たちを招

くというかたちで実現し、児童館から実施した学生たちにお礼状をいただくことになるなどそれな

りの成果を得ることになった。

このプロジェクトの実施時には、筆者も、実施責任者としてほぼ全過程を現地で過ごし、オオハ

ンゴンソウ駆除に携わったが、その間も、実施の過程がそのまま参与観察の舞台であり、新たなフ

ィールドワークの舞台でもあることを改めて強く感じることになった。実際に、駆除をはじめる

と、50人の参加で１ヶ月程度の作業ではオオハンゴンソウ駆除の完遂には全く不十分であり、十分

駆除を考えると、年間5,000人規模のボランティアの投入が不可欠ではないかといった具体的なイ

メージが形成されてくることになる。また、現地のボランティア受け入れ体制の現状と課題なども

当然のことながら明瞭になってくる。

毎日、その場所にいて、その作業に従事することだけで、様々なローカル・ノレッジが蓄積され

ていくのであり、様々なソリューションのアイディアが次々と想起し、実際の作業や関係者の反応

などを通して淘汰されていくことになる。この方法を除いて、効率的にローカル・ノレッジを蓄積

させ、効果的にソリューションを模索することはほぼ不可能である。また、こうした作業を通し

て、信頼関係の構築が前提とされる地元関係者がもつ「暗黙知」へのアクセスなども、はじめて可

能になるのである。

5,000人規模のボランティアの投入を考えはじめると、今度は、その確保のための「国際公募」

というアイディアが浮かんでくる。次には、海外からも多くのボランティアが集まったとして、そ

の受入は可能だろうかという課題が浮上する。

これらに対して、海外からの来訪者に対してオープンな素地をもつ草津温泉には、潜在的には十
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分なキャパシティーを持つことなどは、当然ながら、労せずに想定することができるとすぐに実感

することになる。

もちろん、ステージ１で明らかなように、草津温泉は海外からの旅行者の増加を、観光収入の向

上を前提に、切望している。それに対して、ボランティアの受け入れは、通常の観光客とは違い、

直接的な経済効果が薄い点は否めない。だが、相対的に薄いとしても、ボランティアもまた、確実

にこの地での消費を行うし、通常の観光客にプラスして滞在可能であれば、確実に経済的なプラス

を生むことになる。

また、数千人規模のボランティアがまとまった日数、この地を訪れることで、世界的な知名度が

増し、ある種の広告効果が期待できる。

さらに、温泉とならんで、国立公園を中心とする豊かな自然環境を維持することは、草津温泉の

価値を維持し高めるために不可欠な投資であり、数千名のボランティアによるこうした維持活動へ

の貢献については、いうまでもなく、実質的な経済効果を計算することが可能である。

そして、宿舎等具体的なキャパシティーを検討しても、潜在的には、こうした観光地特有の遊休

の施設や空間が潤沢にあることを考えれば、それなりの調整や仕組みづくりが必要だとしても、十

分な余地があることも確かである。それなりの規模と歴史とをもつ有数の観光地ならではの「人

格」が大きくものをいうように思われる。こういうことに向いているのである。

それから、ボランティアの側にしても、ボランティア活動自体の意義に加えて、これほど素晴ら

しい環境の中で滞在できることは十分魅力的であり、多くのボランティアを惹きつける要素が揃

う。また、繰り返しになるが、そもそも、草津温泉は、外からの訪問者を歓迎し、受け入れる体制

をもつ、長い歴史を有した第一級の観光地であり、新しい状況への様々な次元での対応や調整、新

たな仕組みづくりなどが必要だとしても、こうした背景が一切ない場所との間には、いわば、天と

地ほどの隔たりがあるといってよい。

ステージ３

第三ステージは、プロトタイプとしての次世代型クリエイティブ・クラスター導入の創発の段階

である。

ステージ２での展開が進むにつれて、新たな光景が見えはじめてくる。これが、ステージ３の入

り口にほかならない。

通常の観光客の誘致から、ボランティアの招致へと焦点が移るにつれて、当然のことながらこの

場所で、新たに訪れて観光とは別の仕事をする人々がいてもいいのではないかと考えるようになっ

た。そこで、創発するのが、次世代型クリエイティブ・クラスターの構築というプロトタイプであ

る。

すでに触れたように、ここで「次世代型」と呼ぶことにしたのは、草津温泉のような、既存の産

業の中心地である「メガ地域」から遠隔に位置する、元来そうした仕事の喧騒から遠ざかるために

訪れるはずの、既存のシャングリラ型リゾートの、主に既存インフラを利用して、スタートアップ
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型企業などを呼び込み構築するという点に認めうる新規性を表そうとしているからである。

徳島の山間部にIT系企業を誘致するといった実例や、太平洋に人工島をつくり新しいクリエイ

ティブ・クラスターを建設するといった現在進行中の構想などとの類似点もあるが、ここでいう次

世代型クリエイティブ・クラスターというのは、既存のシャングリラ型リゾートの既存インフラを

活用するという点で、単なる山間部に構築するのとも、新規に人工島をつくるのとも異なる要素を

もっている。

どうせ働くなら、桃源郷のような場所がいいに決まっている。そして、桃源郷は、桃源郷である

だけに、それほど多く存在しない。ある程度の数のこうした立地のクリエイティブ・クラスターを

構築しようとするなら既存のリゾートでの構築を標準とする必要が出てくる。さらに、こうした場

所は、ステージ２の考察の際にも述べたとおり、既存のシステムがしっかりとありながらも、元来

オープンで、時間や空間を楽しむ仕掛けや景勝に富んでいるという「人格」上の特徴が顕著であ

り、その意味からも、このタイプの立地を標準とすることは理にかなっている。

そして、ニューエコノミーが完全にオールドエコノミーに交代したあとには、多くの人々が、新

たな生態系の中で、地球環境をクリーンに再生しながら暮らし、仕事を行うことが可能になってく

る。そうした新しい暮らしの場のモデルケースとして、こうした、既存のシャングリラ型リゾート

でのクリエイティブ・クラスターの構築が、先んじて、すぐにでも現出可能なものとして構想可能

なのである。

さて、草津温泉の既存のインフラを利用してクリエイティブ・クラスターを構築するとういう構

想は、この段階では、草津温泉のさらなる発展振興策を考える際のプロトタイプとして一定の役割

を果たすことになる。

既存の宿泊施設やリゾートマンションなど、オフィスやラボや住居、さらには、飲食店などの新

たな商業施設に転用可能な建物や空間に草津温泉は恵まれている。また、クリエイティブな階層を

満足させるリゾートとしての魅力についてはいうまでもないし、しかも、街のつくりが比較的小規

模な点も、様々な新たな仕掛けを組み入れる際に、低コストで効率的な導入が可能になることか

ら、大きな魅力となる。また、豊かな自然環境の維持という強い制約が、自然再生エネルギーの本

格導入や、自動車の乗り入れ禁止など、他所ではほぼ導入不可能な案件について、積極性的に取り

組むべき潜在的だが、強力な圧力となるため、こうした先見的な施策の導入に際してのハードル

は、相対的にではあるが、きわめて低い。地熱利用についても、当然のことながら、世界的に見て

も最も適した場所のひとつであることはいうまでもない。

草津温泉において、戦後建てられた既存の大型ホテルやリゾートマンションなどを中心に、IT

ベンチャーなどのスタートアップ企業を誘致し、複数の提携大学及び研究機関をオンラインで結ぶ

草津温泉大学間コンソーシアムを立ち上げ、政府の国立公園活用策に応じて、会議需要などを見込

んだ、自然環境と一体化したコンベンションセンターや、サミット会場にも十分な一泊500万円ク

ラスの室料を標準とするプルトクラークト（グローバル富裕層）向けの施設を含む、国立公園内に

新た環境配慮型のグローバル水準のリゾートを展開させるとともに、温泉街の伝統的な景観は保存
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修復し、ガソリン車等の乗り入れを禁止して、人力車や、馬、小型低速のEVやタクシー型を含む

ドローンによる新たな輸送システムの構築を目指す。そして、街全体の夜間照明の見直しを通して

満天の星空を復活させ、その一方で、多くのエネルギーを、地熱や風力、太陽光などの自然再生エ

ネルギーで賄う、スマートシステムの町が出現するというのが、プロトタイプとしての次世代型ク

リエイティブ・クラスターのイメージである。

このように、次世代型クリエイティブ・クラスター構想のプロトタイピングによって、草津温泉

をはじめとする様々なサイトの将来像に関して、新たなビジョンの展開が可能となる。通常のデザ

インソリューションの提案プロセス同様、こうしたプロトタイプを作成して、関係者に提示し、そ

の意見や反応を得ていく中で、より精度が高く、実現性を備えたプロジェクトを産み出すことにつ

ながっていくことになる。

また、同時に、こうしたプロトタイピングによって、グローバルな次元で他のサイトへと移転可

能なモジュールが誕生することにもなる。こうしたプロトタイプを他のサイトで提示し、修正を繰

り返しながら、そのサイトで最適な解を導出することに路がつくことになるのである。

ステージ４

こうして、一度、グローバルな次元でのモジュールに辿り着くと、今度は当然のことながら、ロ

ーカルなサイトでの次世代型クリエイティブ・クラスラター構築へというベクトルが、きわめて容

易に働きはじめる。いいかえれば、オリジナルとなった場所と相同性の高い場所へと、モジュール

移転の波及圧力が発生することになる。そして、イシククル湖畔での次世代型クリエイティブ・ク

ラスター構築という構想の創発が生じる。

イシククル湖畔と草津温泉の相同性は両地を訪れたことのある者には、比較的容易に気づきが得

られるはずである。東西の違いはあれ、両地ともに、アジア化の中心地域である中国に隣接し、そ

れぞれの国立公園に指定された高原地帯にあり、ともに首都から車で半日足らずで移動でき、とも

に、知る人ぞ知る、長い歴史をもつ、少なくとも潜在的には世界的な水準にある観光地であり、し

かも、ともに古来より知られた温泉地にほかならないからである。シルクロード沿いに位置する世

界有数の広大なイシククル湖の存在は両者を分かつかに一見すると思われるが、この大きな湖自体

が、温かい湖というその名が示す通り、巨大な温泉湖であり、そのためこの場所が寒冷な高地であ

るにもかかわらず、不凍湖であることから、神秘的な力を宿す湖として古よりシルクロードの奇蹟

として知られてきた聖なる場所であることを考えると、いわば巨大な「湯畑」が存在するだけだと

いってもあながち間違いではなかろう。

近代以降も、イシククル湖畔は、チョルボンアタを中心に、旧ソ連有数の温泉保養地として知ら

れてきた。カザフスタンとの国境に近く、バイコヌール宇宙基地が間近にあり、宇宙開発の初期段

階から、帰還後の宇宙飛行士の体力回復のための施設が置かれ、歴代の宇宙飛行士に因んだヒマラ

ヤ杉の記念樹が並び、共産党幹部用の特権的なサナトリウムも同じ敷地に内に置かれるなど、それ

なりのステイタスを誇るシャングリラ型リゾートとして栄えてきた。そもそも、ソ連邦では貴重な



草津温泉及びイシククル湖畔における次世代型クリエイティブ・クラスターの創発　　19

不凍湖であるイシククル湖自体が、機密扱いとされ、原子力潜水艦などの実験施設が置かれていた

こともあって、そのシャングリラ性には、格別な色彩さえ付与されてきた。また、隣接の国立公園

は、景勝地に恵まれたキルギス国内にあっても、取り分けて国賓の接待にも利用される、特別な景

勝地として位置づけられてきた場所でもあり、美しい湖水と息を呑むような高原リゾートの絶景が

広がる別天地にほかならない。

独立以降の土地の私有化の動きの中で、民間のリゾート開発などもはじまったが、世界的な成功

には程遠く、政府観光庁による、外国人観光客を視野に入れた民宿整備の推進や、国際的なイベン

トの企画なども熱心に行われてきたが、未だに知る人ぞ知るといった、真のシャングリラ型リゾー

トの域を脱してはいない。

このように、草津温泉との相同性はきわめて高い。高原の温泉地であり、草津温泉が日本一なら

ば、こちらは旧ソ連一である。僻地ではありながら、草津温泉同様、それなりのインフラに恵まれ、

休眠状態に近いが、鉄道も、空港施設も辛うじて健在である。草津温泉同様に冬季はスキーなどの

ウインタースポーツが可能で、草津温泉とは違って、広大なイシククル湖を擁し、マリンスポーツ

の類も本格的に楽しむことができ、ホースライディングやハンティングも盛んで、ドローンや、気

球、パラグライダーを飛ばすにも、きわめて適している。

また、社会の規模が小さく、広大な遊休スペースに恵まれ、上方硬直的にではあるが、それなり

に安定してきたこの地域にとって、草津温泉同様に、雇用創出力自体が決して高いとはいえない次

世代型クリエイティブ・クラスラターの構築がもたらすであろう、経済効果でも、十二分なプラス

になるのである。そして、この地で最も潜在価値が高いはずの自然環境の保全と相性が抜群な開発

手段は、自然再生可能なエネルギーの活用を前提とすれば、次世代型クリエイティブをおいてほか

にはありようもない。

草津温泉での次世代型クリエイティブ・クラスター構想への気づきがなければ、今紹介したよう

な事情は筆者にとって既知かつ自明のことであり、現地で感動した憶えすらあるにもかかわらず、

イシククル湖畔のもつ次世代型クリエイティブ・クラスラターへの適合性の高さについては、全く

以って、思いも寄らなかったことは言をまたない。

連鎖の構造

このように、プロジェクトがプロジェクトを次々と創発していく構造が見て取れる。別の見方を

すれば、新たな文脈に気づくことで、新たに意味をもつ事象が浮上し、そうした新しい意味への気

づきが、また新たなる文脈を読み解かせるきっかけとなっていくのである。

こうしたデザイン人類学的な取り組みでは、結局のところ、エドワード・サイードによるギアツ

批判を皮切りに20年を超える紆余曲折があったものの、このような文脈が文脈を産み続け、そして

次々と織り重さなっていく文脈を丁寧に読み解いていくというクリフォード・ギアツ由来の解釈人

類学的な「厚い記述」（Geertz 1973：5-10）の試みこそがその中核をなすことになるのである。

「厚い記述」の「厚い」とは、意味ないし文脈の重なりがつくりだす「厚み」に由来するもので、
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心臓のバイパス手術や脳内の動脈瘤の手術の際に、外科医が細心の注意を払いながら、脆くなり今

にも破れそうなものや、見えないものも含めて複雑に絡む大小様々な血管や神経などを選り分け施

術するのと同様に、人類学者が精確にエスノグラフィーを仕上げようとするためには、話者や事象

が無造作に発する意味の塊に対して、その本来の文脈を特定し、慎重に選り分けながら追いかける

という、気の遠くなるような精密な作業が必要となる。

デザイン人類学においては、具体的には、解決すべきテーマが出発点となり、そのテーマ関連の

様々な関係者を対象にフィールドワークを開始する。インタビューにせよ、参与観察にせよ、そこ

での焦点は、複雑に絡み合う文脈の特定とその整理であり、それに沿って、話者や当事者たちが語

り、意図したことをできる限り精確に理解しようとすることになる。

この段階で、当初のテーマ設定の孕む問題点も明らかになる。例えば、その解決が当該の人々の

ためになると思っていたテーマが、実は全くの見当違いで、むしろ大きな打撃を人々にもたらすと

いったことが分かってくる。逆に、当事者が自覚してはいないが、その人たちが喜ぶようなポイン

トにデザイン人類学者が気づく場合も出てくるわけである。そして、こうした人々が理解しやすい

かたちの説明方法や表現の導出も、こうした段階を経てはじめて可能になるのである。

このことは、ソリューションを提供しようとする側の人々に対しても、同じように機能してい

く。デザイン人類学者は、多くの場合、形式的には自身が属す側であるソリューションを提供する

側に対しても、全く同じレベルのフィールドワークを行うことになる。このように、デザイン人類

学者が、両者間を往き来する過程で、両サイドは変容し、上手くいけば、最適解にたどり着くこと

になるのである。

つまり、両サイドの情報ギャップを埋めながら、潜在的な関係でしかなかった需要と供給とを顕

在化させる。そして、ソリューション自体が、こうした過程で創発されていくのであって、既成の

それを無理矢理押しつけてしまうような強引な「介入」とは、全く似て非なるものにほかならな

い。こうした過程は、言葉を換えれば、これこそ新結合の過程であり、イノベーション創発の場そ

のものだということになる。

逆をいえば、解釈人類学的な「厚い記述」の作業の出来如何によっては、誤ったソリューション

の押しつけや強引な「介入」と化す恐れは十二分にある。「厚い記述」こそが、最重要項目なので

ある。デザイン思考の標準とされるIDEOのツールを例にとれば（Brown 2009）、「観察」「プロトタ

イピング」「ストーリー・テリング」のステージのうち、「観察」の主軸がエスノグラフィーであり、

そこに「厚い記述」がかかわるのはいうまでもないことだが、「プロトタイピング」や「ストーリ

ー・テリング」においても、常に、「厚い記述」が深くかかわってくる。「プロトタイピング」や

「ストーリー・テリング」においても、いうまでもなく、複雑に絡み合い、時に判別すら難しい様々

な文脈の重なり合いを整理しながら、最も意味のあるかたちを模索し、そのかたちの意味するとこ

ろを最も巧みに他者と共有していくという点こそが、最も大切になってくるからにほかならない。
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グローバルなデザインソリューション

こうしたデザイン人類学的な新結合の創発は、とりわけ、文脈への注視、「厚い記述」に徹する

ことに大きくよっている。そこで、ここでは、少し大きな視点からこうした事例が指し示すいくつ

かの点について取り上げていきたい。

スマート化×地方荒廃

ここまで、草津温泉でのローカルな取り組みが、ステージ４のイシククル湖畔での次世代型クリ

エイティブ・クラスター構想へと波及するプロセスを取り上げてきたが、改めて、草津温泉での取

組みがかかわりをもつ日本国内の地方振興とういうドメスティックな文脈に目を移せば、現在すで

に深刻さが増す、国内山間部のコミュニティーの諸問題のソリューションとして、ここで前提とし

てきたスマート化が有効ではないかという気づきも生まれる。

すでに行政サービスの維持が困難になり、水道の検針から高齢者の安否確認などを、地元の高齢

者を構成メンバーとするコミュニティー内の組織に委託する自治体が増加する傾向にあるといわれ

る。こうしたソリューションは、実はその場凌ぎであり、行政サービスの新たな担い手である地域

の高齢者が、高齢者故に時間をあまり置かないうちに、お亡くなりになられたり、寝たきりになら

れたり、痴呆症状が重症化したりして次々と脱落していき、当然のことながら、その後を担う新た

なる高齢者予備軍は、こうした山間部の過疎のコミュニティーには存在しない。耕作放棄された田

畑は荒れ果て、道路は劣化し、土砂崩れなどへの対応もままならずに寸断されていき、まるでかつ

てのアマゾンの奥地へでも向かうかのように、川をゴムボートで遡り、さらに道無き道を下草を払

いながら進むというような集落さえ生じている3。

こうした荒廃する地域を再生するソリューションは、最早、その域内のローカル・ノレッジや、

従来型の発想の延長では事足りることはありえない。すでに述べてきたように、そこに新たな生態

系が形成される必要があるからである。

いうまでもなく、時空の壁を易々と超え、社会空間を再構築していくスマート化が、こうした遠

隔地での生態系の再形成に有効なのは明白である。繰り返しになるが、こうした荒廃地は、中心か

ら最も遠く離れた、最も遅れた場所であるわけだが、都市への集中を前提としてきたこれまでの発

展のトレンドと180度異なって、現在進行中のスマート化の波の真価は、むしろ、こうした荒廃し

た遠隔地においてこそ発揮されるという逆説が存在する。

人口の減少や、地方の荒廃を旧い眼差しで見る限り、それは発展や繁栄に逆行し、何とかしなけ

ればならない悲惨な状況であると同時に、最早打つ手もないような惨状として、沈鬱な思いで無視

を決め込みたくなるような事柄にとどまりつづける。

3　総務省統計局「平成27年国勢調査」『統計局ホームページ』（www.stat.go.jp/data/kokusei/2015/）参
照。また、国内の荒廃した状況については、NHKスペシャル「縮小ニッポンの衝撃」（NHKオンデマン
ド/www.nhk-ondemand.jp/視聴期限：2017.2.28）による。
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しかし、発想を変えると、別の切り口も見えてくる。田畑や道路などの荒廃を緑化として見れ

ば、地球温暖化阻止の文脈では、間違いなくプラスであり、CO2排出権的発想で、プラスの経済的

貢献度を算出することも可能なはずである。こうした点を根拠に、交付金を分配するという発想も

ありうる。また、スマート化の推進策として、高速インターネットで結ぶための基地局やソーラー

パネルなどの設置費用を行政サイドで負担し、こうした地域の高齢者に限り通信料などのランニン

グコストを携帯電話会社等に社会貢献事業として恒久的に無料化に応じてもらい、様々な、遠隔技

術の実験的な取り組みを無料ベースで提供するような情報ネットワーク型の特区設定を行うという

発想も重要である。こうした取り組みは、企業にとっても、それなりのメリットがある。いうまで

もなく、対象者はごく僅かで、無料化による損失は決して巨額になることはない。しかも、一定程

度の社会貢献が求められる中で、多くの悲惨な環境におかれた可哀想なお婆さんやお爺さんたちの

命を救い、荒廃する「にほんのふるさと」の再生に一役買い、同時に特区としての免税措置や規制

の撤廃など新たな技術やサービスの実験の場として、それなりの可能性を持つからである。

さらに、新たなスマートインフラがこうして整備されていけば、次世代型クリエイティブ・クラ

スターの構築をはじめ、様々なかたちで、幅広い世代が再定住化していく可能性に道を文字通りつ

けることになる。携帯電話会社にしても、こうした整備はむしろ、有料での利用者が増加する可能

性につながる。こうした荒廃する地方の維持や再生に向けて、最優先で取り組むべきは、建設コス

トや維持コストの嵩む旧来型の道路や鉄道、送電網といった旧来型インフラの維持や整備では決し

てない。ささやかな設置物でしかない基地局を建て、ソーラーパネルや複合型3Dプリンター、さ

らには家庭用植物工場の設置などに加え、ドローンを飛ばし、簡易ロープウエイや簡易飛行体の活

用などなど、文字通りスマート化の導入が、相対的に低コストで、即戦力としても優れており、さ

らには、将来に向かって開かれた投資そのものであって、加えてエコフレンドリーな取り組みでも

あるということを認識すべきである。

新たな生態系に寄り添った、言い換えれば、時代の流れに乗った施策だけが、低コストかつ将来

性をも兼ね備えた、最善のソリューションとなる。また、こうした荒廃地でのスマート化にあたっ

ても、デザイン人類学者が介在することで、よりスムーズな導入が可能になる。

グローバルな位相における「布置」

次に、グローバルな次元とのかかわりについて論じてみよう。ステージ１においてもグローバル

な次元とのかかわりという文脈は絡んでいるが、ローカルな文脈の方が支配的であったといえよ

う。

環境ボランティアの導入の段階から、この二つの文脈の関係が逆転しはじめる。ボランティアの

国際公募という段階に至れば、グローバルな次元という文脈が前面に出てくる。

こうした展開が生じるのは、環境問題もボランティアも草津温泉も、筆者や留学生も、それぞれ

グローバルな次元でのイシューやサイトやアクターとしてのアスペクトをもっており、これらが、

ステージ１のように、まずは、ローカルな文脈の中で邂逅し、ローカルでドメスティックな関係を
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築くと同時に、その時点では潜在的であるにせよ、グローバルな次元での、これら関係要素を取り

結ぶ「布置」が形成されることになる。ローカルで、ドメスティックな関係や事象が、同時に、グ

ローバルな次元での意味をもつことになるからである。こうした二つの次元を切り結ぶことで、新

たな展開が創発していくことになる。さらに、すでに触れたように、グローバルな次元が特別なこ

とではなく、あるプロジェクトが経済的にも安定し、それなりの発展をとげるためには、最早あっ

て当たり前のものであるに過ぎなくなっている。

それにもかかわらず、ドメスティックな現場では、未だドメスティックで、ローカルな次元のみ

で事がなりたつかのような文脈設定が当たり前であるように思われる。

一方で、グローバルな次元を取り扱う際にも、グローバルな次元のみで完結するかのような考察

に陥ることも珍しくない。

しかし、すでに触れた地域振興のスマート化の問題も、グローバルな次元とローカルな次元とが

潜在的につながっているという視点に気づくことで、ローカルなソリューションでの選択肢が広が

った結果であるし、また、ローカルなソリューションの経験がグローバルな次元での貢献につなが

る可能性もきわめて高い。

ここで取り上げてきたケースについていえば、筆者を含む関係者の「布置」が、その可能性と制

約をもたらしている。筆者がかかわる、環境ボランティアやイシククル湖畔でのライフスタイルの

変化に関する予備的な調査の経験、グローバル化とライフスタイルの変化についての研究や社会経

済学的関心など、複数のプロジェクトやサイトやイシューや問題関心などが単純に重なるだけで、

様々な気づきが生じ、そこから様々なタイプのプロジェクトが、グローバルに、ドメスティック

に、ローカルに創発することになる。

これは、この事例に固有な特殊事象ではなく、デザイン人類学的な実践において一般点的に生じ

うる構造の次元の事象であり、「世界」の成生そのものの構造にかかわる原理的なものでもある。

クリエイティブ・クラスターは、原理的には十分なネット環境さえあれば場所を問わないが、現

時点において、クリエイティブ・クラスターとして十分に機能するためには、フロリダの指摘にあ

ったように、いくつかの条件をクリアする必要がある。しかし、こうした条件を想定する際に、シ

リコンバレーなどの既存のクリエイティブ・クラスター固有の特徴に引き寄せられて発想が硬直化

すれば、本来、条件をクリアするケースを過少評価し、その重要性を見逃してしまうことになりか

ねない。逆に、草津温泉の地域振興だけの視点でプロジェクトデザインを試みれば、こちらも片手

落ちとなる可能性が高い。グローバルな次元での「布置」に気づき、グローバルな状況に適応でき

ることによってはじめて地方振興策としても成功することになる。

こうしたケミカルを起こすのはデザイン人類学者のコミットである。このように、大きな生態系

の中で、潜在的な需要と供給とをマッチングさせることによって、ローカルな事象が書き換えられ

ていくとともに、大きな生態系がさらにかたちをなしていくことになるわけである。そこにデザイ

ン人類学者がコミットするが、これは「世界」の変動や再生産に際して、自然発生的に、潜在的な

需要と供給が邂逅し、同様のケミカルが生じてきた原理の再現である。



24

なお、こうしたデザイン人類学者の関与が、学術空間でのフラット化も含めて、「介入」に当た

るかどうかといえば、花粉を脚につけて花々を飛び廻り結果的に受粉作業を行うミツバチのよう

に、生態系の一部を構成するコミットであるという方が実態に近い。ただし、この点については、

次に論じるように、それなりの条件が必要である。

第三者機関としての大学の役割

ここでは、今回取り上げた事例が、デザイン人類学的なプロジェクトといっても、デザインファ

ームベースではなく、大学などの第三者機関ベースのプロジェクトという点がもつ重要な意味合い

について取り上げておきたい。そして、これがすでに触れた、デザイン人類学者による「介入」を

回避する条件そのものとなる。

まず、ここで取り上げたケースでエンドレスなプロジェクト創発の連鎖が可能なのは、こうした

一連のプロジェクトが、より精確には、第三者機関である大学をベースとしたデザイン人類学主導

だという点にある。デザインファームや巨大メーカーに比して格段に資金力では劣るが、この点も

「介入」回避につながるわけだが、大学ベースの場合、机上の空論も含めて、テーマ設定や問題意

識の置き方などに制約がなく、社会科学的な諸課題への見通しもはるかによい。相対的にフリーな

立ち位置のデザイン人類学者が大学に所属するからこそ、大手メーカーやデザインファーム主導の

活動では制限され、無視されがちな公共性の高い課題に対して、柔軟かつ適正な対処が可能となる

のである。

筆者の知る限り、これまで大学の人類学者の多くが、応用人類学的な取り組み、とりわけデザイ

ン人類学を含むビジネス人類学的な取り組みには冷ややかであったように映る。ジョージ・マーカ

スによるカリフォルニア大学での取り組みや（Murphy and Marcus 2014：254-5）、北欧の工科系

大学でのデザイン人類学での学位授与等もはじまってはいるが、デザイン人類学的な活動が評価さ

れるに至ったのは、何といっても、大学の外で、試行錯誤を繰り返しながら格闘してきた、ルーシ

ー・サッチマン（Xerox）やジェーン・フルトン・スリ（IDEO）などのデザイン人類学者たちの

活躍によるものである（Otto and Smith 2014：6， 10）。

とはいえ、こうした歴史的な軌跡が、大学よりも企業の方がデザイン人類学に本質的に向いてい

ると決定づけているわけではない。強いていえば、大学の人類学者たちの関心のあり方というパラ

メーターの問題であって、すでに述べたように、大学での取り組みにもそれなりの利点が指摘でき

るし、最近では、ラビノーやマーカスらを中心に、人類学本体が取り組むべきメインテーマとして

デザインが評価される気運さえ充ちている（Rabinow, Marcus, Faubion, Rees 2008）。

デザイン人類学者の草分けとして、ゼロックスのパロアルト研究センターでコンピューター開発

にかかわったサッチマンの時代と異なり、新たな生態系の成熟に応じて、企業においても、大学の

デザイン人類学者や学会を含むNGO等とも連携をとって、広範な問題意識の中での開発に取り組

むことで長長期の利益を確保するという経営戦略が拡がって行く可能性は高い。

大学やNGO、あるいは学会は、常にオープンにデザイン人類学的な取り組みの成果や可能性を
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提示、発信することなどを通して、企業や地域コミュニティーとの連携を積極的に開拓すること

で、より広く、効果的に、潜在的な需要と供給とを、グローバルな諸課題とリンクづけしながら引

き合わせ、新たなソリューションともなるイノベーションを創発させることができるようになる。

大学が、フロリダが想定するような基礎研究的な技術や情報の発信と人材育成を担うばかりでな

く、デザイン人類学者のような媒介者の提供においても、全ての関係者の中での中心的な役割を担

うことになる。

ただし、こうしたデザイン人類学者の取り組みが真価を発揮するためには、MITのメディアラ

ボなどが掲げるように「反領域」的であり続ける必要がある。大学は、学問の制度化の場であり、

学問領域を死守しようとする主戦場にほかならない。きわめてオープンな取り組みを行ってきたマ

ーカスでさえ、人類学の発展のためというインタレストが根底にあることを認めている（Murphy 

and Marcus 2014：255）。しかし、デザイン人類学者が大学で活躍することの意義は、その相対的

にフリーな立ち位置にあるのであり、理想的には、「人類学」という学問的な分野や領域の柵から

さえも自由である必要がある。その意味で、デザイン人類学者は、マーカスの教えよりも、クリフ

ォード・ギアツが、「インタビュー」で語ったように、人類学は、かつての文献学がそうであった

ように、むしろ消えていくことにこそ意味があるという話の方に耳を傾ける必要がある（Handler 

1991）。

とはいえ、こうした制約を超え出てデザイン人類学者が大学で活躍可能であるならば、フロリダ

が指摘するように、クリエイティブ・クラスターに象徴されるクリエイティブなコミュニティーに

おいて、その中核を担うとされる大学の中にあって、さらに、きわめて重要な役割をデザイン人類

学者が担うことになる。

プロトタイプとしてのイシククル湖畔構想

ここでは、改めて、旧ソ連圏で、統計上は最貧国と評価されることもある中央アジアの高原での

プロトタイピングのもつ意義について論じておきたい。

イシククル湖畔での次世代型クリエイティブ・クラスターの構想を構築することは、次世代型ク

リエイティブ・クラスターの構想そのものを具体化するプロトタイプとして重要な役割を担うこと

になる。

大学の役割との絡みでいえば、キルギスには独特の知的な環境が存在する。ソ連邦の遺産で、未

だに多くの高等教育機関が存在し進学率もきわめて高い。首都ビシケクにあるキルギス総合大学

（キルギスギスギス国立民族大学）は、ソ連邦有数の総合大学として評価されてきた大学であり、

一時は、政治的な制約を逃れるために多くの一流の学者がこの辺境の大学に移籍したために、モス

クワやレニングラードの大学に準じるとさえいわれたこともあり、今日でも、それなりの雰囲気と

格式が残存する。また、イシククル湖畔の国立イシククル大学をはじめとして、狭い国内の諸都市

に小規模ながらも国立大学が置かれ、独立後は、さらに多くの私立大学も新設されている。

すでに述べたように、中東から中央アジアにかけては、元来文明度の高かった地域であり、ソ連
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邦崩壊後の混乱の中で、曲がりなりにも生活圏が確保されている場所は、伝統的な自給自足型の経

済システムが機能し、しかも、かなり老朽化した青息吐息な第二世界的なものだとはいえ、大学を

はじめとする近代的な社会システムとのインターフェイスをもつという稀有な特長を有している。

ロケット産業や航空産業などが、ソ連邦崩壊後、速やかにグローバルなマーケットに取り込まれて

いったことが知られているが、さらにこうした、再生可能な場所が、今やただの荒廃した場所とし

て、多く忘れ去れ、取り残されているのである。

こうした環境は、旧ソ連邦で、ある程度は共通する環境であり、各地にイシククル湖畔同様に、

遊休の様々な施設が残されているのである。詳細な調査は必要ではあるが、数多くの候補地が、イ

シククル湖畔のプロトタイプ化にともなって、この周辺だけでも、造作もなく浮かび上がってくる

はずである。

そして、シリアやイラク、アフガニスタンといった地域の復興を考える際にも、そこでの最初の

候補地は絞られるにせよ、クリエイティブ・クラスターの構築やスマート化を前提とした様々な取

り組みが模索される必要がある。イシククル湖畔でのプロトタイピングは、グローバルなシステム

の最先端部とこうした荒廃する取り残された地域との間に存在する、決定的で、両者を結びつける

想像力すら働きようもないほどの隔たりをフラット化するという可能性に目を開かせてくれる格好

の契機ともなるのである。

したがって、他者との間に時間的な隔たりを設けて支配・被支配の構図を正当化するような進歩

や発展の図式やポストコロニアルな文脈の一切が、逆転され、無に帰していくことにつながること

になる。

マーカス＝フィッシャー・テーゼをめぐって

そこで、最後に、マーカス＝フィッシャー・テーゼを軸に、ここでの議論を締めくくることにし

たい。

新たな眼差し

L．ウィトゲンシュタインの「縄のたとえ」にもあるように、連続して見えるものが、必ずしも、

その両端で同じ繊維で結ばれているような意味での連続性をもっているわけではない。「縄」を構成

する繊維の一本一本は、決して長いものではなく、ある繊維が次の繊維と絡まりながら、全体とし

て、時に何十メートルにもなる「縄」を構成する。ギアツは、この「縄のたとえ」を使って、「伝統」

や「文化」の連続性の問題を説明している（Geertz 2000：227）。そして、このことは学問領域でのそ

れらにもあてはまる。その意味で、人類学にとっては二重の重みをもつ洞察ということになる。

次のような筆者の考える単純な《「文化」のコピー率》に関するモデルを見てみよう。ある文化

的なものの継承者が前の世代から継承する際の継承率の平均値を60パーセントとしよう。この数字

は、例えば、中等教育レベルの「現代国語」のテストの平均点などからイメージしたものである。

「歌舞伎」などの伝統芸能の継承や「医師免許」取得の際を考えればこの値は100パーセントにも調
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整可能だが、そのコストはきわめて高く、「現代国語」のように６割くらいの数字に落ち着く可能

性は高い。仮に、60パーセントという数字で、継承が２度行われると、３世代目では36パーセント

ほどしか１世代目から継承していないことになる。当然、２世代目とは６割共有することになる。

このきわめて単純なアルゴリズムの示す結果は、それでも、両親や祖父母との関係などを想起すれ

ば、現実の体感とそれなりに親和的であることがわかる。

このモデルでいけば、大して世代を経ないうちに、基点として設定された世代のとの関係が相当

程度希薄となり、やがて、500年ほど経てば、その影響はほとんど消滅する。古より「諸行無常」

といわれ、「十年ひと昔」などともいわれるが、こと「伝統」や「文化」に関する限り、世代間の

コピー率の問題は重要である。

よく知られるように、ある期間、人類学は「伝統」や「文化」を静的なものとして扱う傾向にあ

った。これは、「理念型」という次元を超えて、実態レベルでもそのように扱う傾向が慣習化して

いたといわれ、批判と反省が行われてきた。ここで論じてきた事柄を考えれば、そもそも内発的に

前の世代影響が希薄化し、そこに新たな要素が、前世代もそれを模倣しようとして失敗したり、不

完全になったりしてしまったものも含めて、埋め合わされていくという動的な性向をみてとること

ができる。

なお、ここでの議論は、「国民国家」のようなユニットとしての「個別文化」を想定せずとも成

立するものである。

さて、グローバル化のプロセスにおいても、90年代までの様相は、20世紀的なマルクス主義的な

言語体系でもある程度語ることに現実性を感じることができたが、リーマンショック以降のそれ

は、最早そうした段階を抜けてしまったように映る。反マルキストであるロバート・ライシュでさ

え警鐘を鳴らす格差の拡大は明白だとしても（Reich 2015）、そうした富の創出を担う労働者が搾

取された結果の格差だという構図が次第に見え難くなってきている。その意味で、新たな言語体系

が必要になってきている。

マーカス＝フィッシャー・テーゼ

本稿の副題にあげた、1986年に示されたマーカス＝フィッシャー・テーゼも、こうした意味で

は、旧い言語体系の中で書かれたものといえる。

マーカスとフィッシャーは、『文化批判としての人類学』の中で、人類学が「表象の危機」と呼

ばれる人類学の危機を乗りこえ、その命脈を保ち、「文化批判」の学として、それなりの貢献を続

けていくためには、「厚い記述」をその内実とする解釈人類学的な文化的意味の研究と、人類学の

研究対象への世界規模の政治経済システムの歴史的な影響への関心とを一致させなければならない

と定立している（Marcus and Fischer：92-3）。

この時点では、「近代世界システム論」ほか、20世紀的な言語体系の中で、主張が固められてい

る。

こうしたテーゼを、今日的文脈で再構成を試みると、本稿の英文副題のように、文化批判の学か
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らデザイン人類学へ、こうした文脈の中での解釈人類学的な文化的な意味の研究としてのローカ

ル・ノレッジへの関心へ、世界規模の政治経済システムからグローバル化へと置き換えることがで

きる。そして、こうした置き換えは、単に文字面を一新することにとどまらず、その含意をも明白

に変化させる。

最も大きな変化は、「静的」な研究の次元から、「動的」なデザインソリューションの次元に、関

心が移行している点にある。本稿副題で、「デザイン人類学的帰結」と結んだ所以である。

ヒューリスティクスの次元

本稿で取り上げた、デザインソリューション創発の連鎖の構図の基礎ともなる「気づき」につい

て、若干の論考も必要である。この「気づき」という現象は、ダニエル・カーネマンが、行動経済

学の成立を促し、自らのノーベル経済学賞受賞をもたらした、ヒューリスティクス研究が示唆する

問題と深いかかわりがある。

カーネマンは、こうした研究成果の説明のために、脳の認知システムを「システム１」と「シス

テム２」の２種類のプロセスに分けている。前者は、「直観」を生むものであり、後者は「計算」

などの舞台となる。前者での処理速度は一瞬であり、ほぼ無意識に、考える余地なく瞬く間に強い

実感をともなった結論を文字通り「直観」的に導き出す。それに対して、後者は、複雑な計算の場

合などが例になるが、わざわざ考えようとしなければはじまらず、さらに、回答を得るのにかなり

の時間を要し、それだけに強い実感をともなわない場合も多い。そして、当然のことながら、特殊

な場合を除いて、前者は誤った結論であることが多く、逆に、きわめて後者はより正確な結論を導

くことが多い。カーネマン等のヒューリスティクス研究が示すように、前者の場合、構造的な誤謬

を多く招くことが知られている（Kahneman：19-30）。

さて、そこで、本稿で取り上げた「気づき」は、こうした視点から検討すると、どうなるのであ

ろうか。

「システム１」的な思考が、間違うのは、ひとつには、その判断の拠り所となるデータの少なさ

に起因する。同じ「直観」でも、名人芸と呼ばれる域の「直観」の精確さは知られているが、こう

した理由を裏書きするものといえよう。デザイン人類学的な「気づき」についていえば、通常なら

死角となり、取り残されるローカル・ノレッジの掘り起こしの上で結ばれる「気づき」であり、無

論、掘り起こしが不十分な場合は、誤謬を帰結するわけだが、十分であれば、通常の判断では陥る

誤謬を回避し、新たな視点を導く可能性が高くなる。また、一方的な「民族誌」の記述と異なり、

ある時点の「気づき」が、当事者たちとのプロジェクトの進行というかたちで繰り返し、問い直さ

れ、修正されるというプロセスを必然的にともなう。「システム１」が結ぶ「気づき」に対して、

なぜそのような「気づき」に至ったのか、なぜそのようになるのかについての「システム２」によ

る検証や考察も、当然ながら、行われることになる。

また、ここで示しているような、そもそも「システム１」や「システム２」に対する眼差しが用

意されておく必要がある。
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そして、われわれが感じ取る「文化の型」や「文化の本質」、あるいは、「時代感覚」とか「文明

の様式」といった類のものはいずれも、こうした視点から、再検討されるべきものなのである。

クリエイティブ・プラネットに向かって

すでに触れたように、グローバル化、フラット化、アジア化、スマート化の進展は、新しい生態

系を産み出そうとしている。

こうした中で、社会的な諸問題が解決するというわけではないが、新しい文脈で新しい解釈の

下、こうした諸問題についてもとらえ直す必要がある。そして、その際に、従来型の国際だとか国

内だとか、グローバルだとかローカルだとか、そうした区分自体が意味を失い、かつて、マーカス

＝フィッシャー・テーゼが人類学に求めていたような示唆が、あらゆる次元で当てはまるようにな

ってきている。そして、その際に、そうした新たな状況設定の中で、社会的空間の位相、倫理的な

枠組み、経済的なシステムから、統治のあり方、そして、洗濯バサミやネコの餌入れのかたちにい

たるまで、その場にふさわしいデザインを模索する必要性が、益々、高まっていくことになる。

一言でいえば、新たな「文化という課題」（梶原景昭）に真摯に向き合うべき時を迎えていると

いうことになる。さらにいえば、《カルチュラル・デザイン》の必要性が高まっているといえるの

である。

同時に、経済学や社会学、あるいは、人類学という領域の縛りをこえて、19世紀に欧米を中心に

新た生態系が誕生するにあたって新たな学術的な枠組みが形成されていったように、現在の新たな

動きに対応した、学術的な眼差しの再編が問われている。

かつて、アンドリュー・カーネギーは、格差の拡大への懸念に対して、次のように述べていると

される。

　�貧者でも、以前には金持ちでさえできなかったことを楽しんでいる。贅沢だったものは、すでに

生活必需品となってしまっている。労働者は、今や、少し前の世代の農場主が持っていた以上に

より心地よいものを持っている。農場主は、かつての領主よりも多くの豪華な品々を持ち、贅沢

に着飾り、よりよい住まいで暮らしている。領主は、かつて王が手に入れようとしていたものよ

りも希少な本や絵画を所有し、さらに高い技術で作られた家財を手にしている。（Freeland， 

2012：ix）

カーネギーは、格差の問題とは別に、社会のどの階層の人々も、歴史的にみれば、生活レベルの

底上げが行われてきているという点を指摘しようとしている。当時は、アメリカなどの先進国に限

ったことであったわけだが、現在では、中国をはじめとする成長地域でも確認される現象でもある。

実際、ここまでのグローバル化の過程で、底辺に分類されていた人々の中から、世界的に見て多

くの人々が、経済的に飛躍的に豊かになってきた。他方、こうした新たな流れの中で成功を収め

た、億万長者たちの富が格段に膨張し、先進国の中間層の痩せ細り現象が顕著になってきている。
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しかし、現在の状況下では、カーネギーの論点を考慮すれば、所得の額面や、雇用形態の変化な

どでは計り知れない、生活上の変化が、カーネギーの時代以上に進行していることも確かである。

最近、シアトル市が、家をなくした多数の市民にテントを張ることができる場所を正式に用意した

という報道がなされていたが、その際の映像に映し出された光景は、最新式のカラフルなテント群

で、ファッショナブルなアウトドアスタイルの服装に身を包んだ普通の人々が集うという印象のも

のであり、これまでの「スラム」などとは全く異質の状況のように見えた4。格差は、急速に拡大し

つつあるのは確かだが、旧来の分析だけで見ているだけでは、何か大事な変化を丸ごと見落として

しまうように思われてならない。

本稿で示してきたように、ニューエコノミー、スマート化、グローバル化の波は、地球上の社会

的空間を全くこれまでとは違ったものへと変化させつつある。便利な暮らしを享受するのに、最早

都市に人口を集中させる必要もなく、むしろその方が、少なくとも質的に豊かになるのだとした

ら、人々の居住分布は大きく変わることになる。また、富の蓄積は将来の消費を安定させ、さらな

る可能性を約束するものであるが、例えば、多くの人々が、実質的豊かな暮らしが実現した場合

に、一部の富裕層との格差がどれだけ拡大したとしても、実際問題、そうした格差は単なる形式的

な事柄に過ぎなくなる。富裕者層でさえ、そうなると税率が極端に高い累進課税でさえ受け入れる

余裕が生まれる可能性がある。十分なランチをとった後に、富裕者層だけに、２トントラック２千

台分のご飯のおかわりを用意しても、最早、そのご飯を抱え込んで食べようとするご飯の亡者は稀

であろう。そもそも、貨幣の意義自体が問い直されるかもしれない。

こうした新たな生態系は、「コスモポリタン社会」（ウルリッヒ・ベック）と呼んでも間違っては

いないだろうが、その実態を考えると《クリエイティブ・プラネット》と呼ぶ方がより解りやすい

ように思われる。その際、政治システムが世界連邦化しなければならないと想定しなければならな

いという理屈はないはずである。むしろ、人々は分散していくわけである。草津温泉やイシククル

湖畔に次世代型クリエイティブ・クラスターを構築すること自体に大してハードルが高くないこと

などを考えれば、地球型社会のイメージもこれまで考えられてきたような壮大なものでは決してな

く、村興し、町興しの、ほんの一歩先にある。

こうした未来を切り開く「叡智」は、ニューヨークやロンドンや東京にではなく、クリフォー

ド・ギアツが引き合いに出したあの有名なアフリカの諺にあるように、「蟻塚」に、したがって、

「湯畑」や「温泉湖」のようなきわめつけのローカルな場所から生まれてくるように思われる

（Geertz 2000：167）。こうた「叡智」の別名が、少なくともここでは、グローバルなデザインソリ

ューションということになる。

そして改めて、フラット化、アジア化、スマート化という等価の三側面に留意しつつ、刻々と移

りゆくグローバルという語のもつ位相の推移に、常に十分な注意を向けておく必要がある。

4　シアルトのテント村の光景に関しては、NHKスペシャル「シリーズマネーワールド資本主義の未来
（第１集及び第３集）」（NHKオンデマンド/www.nhk-ondemand.jp/視聴期限：2017.10.31及び2017.11.9）
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